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日本データベース学会を創った人
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渡辺知恵美（先生）の
お茶大時代の指導教官
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2013年3月刊行予定

1XX

ソーシャル
コンピューティング入門

—新しいコンピューティングパラダイムへの道標—

（イメージ）

7



日本データベース学会定款より

第４条 本会は，データベース，メディアコンテ
ンツ，情報マネージメント，ソーシャルコンピュー
ティングに関する人材の育成と科学・技術の振興
をはかり，（社）情報処理学会データベースシステ
ム研究会，（社）電子情報通信学会データ工学研
究専門委員会，ACM SIGMOD 日本支部と連携しつ
つ，フットワーク軽く，産学連携，国際的ビジビリ
ティの向上，新学術領域の開拓においてイニシア
ティブをとり積極的に国内外にメッセージを発信し，
学術，文化，産業，ならびに社会の発展に寄与す
ることを目的とする．
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これだけで，
データベース向きかも．．．
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学部3年の時に通信理論に目覚めた

• アナログ信号をデジタル化して伝送するとき
に，伝送効率を最大にするには何値で符号
化すればよいか？
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第1世代コンピュータ

第3世代コンピュータ
第4世代コンピュータ

4年の卒論は半導体実験

第2世代コンピュータ
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修士課程でPCM系の情報伝送速度の
計算と明瞭度の実験

• 量子化雑音がホワイト
ノイズに比べて，なぜ
明瞭度が良いのか？

増永良文，比企静雄，大泉充郎：“非線形PCM系の情報伝送速度，”
昭和41年度電気関係学会東北支部連合大会，6B‐7, p.47, 1966年．
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増永良文：“オートマトンの
代数的理論に関する研
究，” 東北大学審査学位論
文，145p., 1970年2月．

博士課程はオートマトンの代数的理論
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IIASA
Computer Science Department

西野氏，長尾教授

正面玄関

1975－1977

海外志向強し
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1977.3帰国
日本でのＤBの研究活動を開始



帰国後，まず行ったことは

• 学会研究会での研究発表開始

– 電子通信学会，オートマトンと言語研究会

– 情報処理学会，データベース管理システム研究
会

• The 3rd VLDB International Conference＠東京
への参加
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帰国後最初の研究会発表

増永良文，野口正一：
“関係間関数依存性を考
慮した関係データベース
の一構成法，”電子通信
学会，オートマトンと言
語研究会，AL77-36, 
pp.93-99. 1977年9月．
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電子通信学会AL研究会（1977.9）
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The 3rd VLDB@Tokyo (1977.10)

• 國井利泰先生がGeneral Co‐Chair
• 日本でもデータベースの研究をやり始めていた！

あの，上林弥彦先生がデータベースを！
• オートマトンと言語研究会や全国大会でお互い意識していた間柄
• 矢島修三先生からDBをやれといわれた（後日，上林談）

– 科学研究費補助金（特定研究）により「情報システムの形成過程と学術情報の組織化」（昭和51年度
～53年度）

– 田中克己先生(上林先生と共著)
• A Relational Data Language with Simplified Binary Relation Handling Capability

– 牧之内顕文先生
• A Consideration on Normal Form of Not‐Necessarily‐Normalized Relation in the 

Relational Data Model
– 故 穂鷹良介先生(共著)

• Self‐Descriptive Relational Data Base
– 鈴木健司先生(共著)

• Multi‐Level Structures of the DBTG Data Model for an Achievement of the Physical Data 
Independence

• R. Faginと第4正規形の話をした
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あのDr. Coddのいる
DBのMecca

IBM San Jose研究所へ行きたい！

1982‐1983



オートマトン理論は理論的には面白いの
だけど，結びつく有益なアプリケーションを
どうしても見つけることができなくて．．．

リレーショナルDBの始祖
Dr. E. F. の言葉

（1982年IBM San Jose研究所にて
筆者がDr. Coddと会って聞き出した言葉）



System R* Projectへ

自律分散型リレーショナルDBMSプロジェクト

Amelia Fong, Theo HaerderらもOffice mates
1983

Dr. Pat Selingerと
ICDE2005@Tokyo
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10th VLDBで論文発表

• 1984年Singapore開催

• View Updatability
• Multimedia DBとの出会い

– 増永良文：“1984年度第10
回VLDB国際会議報告，”情

報処理学会，データベー
ス・システム研究会，44‐4, 
12p., 1984年11月．
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マルチメディアDB総論

• 情報処理「マルチメディア
データベース」特集
1987.6
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オブジェクト指向DBの特集も

• 情報処理「OODBS」特集
1991.5
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オブジェクト指向技術とその応用論文特集

• 喜連川優先生が企画

– 増永は共同編集長

– 招待論文

• ＰＥＲＣＩＯ
– 鶴岡邦敏（ＮＥＣ）

• ＯＯＣＯＢＯＬ
– 日立製作所

– 冊子は厚さ１cm

1996
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年 事象 DBS研 DE研 SIGMJ DBSJ

1970 初めての情報工学科・情報科学科
1970 リレーショナルデータモデルの提案
1973 IPSJ データ･ベース研究会設立
1973 ｢広域大量情報の高次処理」開始（3年間）
1976 「情報システムの形成過程と学術情報の

組織化」開始（3年間）
1976 IPSJ DB特集号
1976 IPSJ全大初の｢データベース｣セッション
1977 データベース管理システム研究会に改名
1977 3rd VLDB 東京開催
1981 1st ADBS開催
1982 データベース・システム研究会に改名
1982 DB技術特集号
1985 1st FODO京都開催
1986 DE研設立
1986 12th VLDB 京都開催
1987 MMDB特集号
1988
1989 1st DASFAA Seoul開催
1989 1st DOOD京都開催
1990 演繹DB特集号
1990 1st DEWS 開催
1990 Obaseプロジェクト開始

西野

穂鷹

酒井

上林

牧之内

酒井

植村

真名垣

年 事象 DBS研 DE研
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1991 2nd DASFAA 東京開催
1991 dbjapan運用開始
1991 OODB特集号
1992 データベースシステム研究会に改名
1992 DEフォーラム開始
1993 SIGMOD‐J設立
1994 第100回DBS研開催
1995
1996 電情OO応用特集号
1996 重点領域研究｢高度データベース｣開始
1997
1998 5th FODO神戸 開催
1999 TOD創刊
2001 20th ER 横浜開催
2002 DBSJ設立
2002 DBSJ Letters創刊
2003 8th DASFAA 京都開催
2005 DBSJとSIGMOD‐J一体運営開始
2005 21th ICDE 東京開催
2006 情報爆発・大航海開始
2007
2009
2010
2011
2012 DBSJ第3代執行体制へ

増永

田中

清木

石川博

角谷

山名

鈴木

牧之内

西尾

喜連川

北川
吉川

横田治

佐藤哲

川越
石川佳

中野

石井

増永

喜連川

北川

横田治

川越

上林

増永

西尾
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なぜ日本データベース学会を
創る気になったのか？



大きなかぶ，はなぜ｢協力｣という概念を伝えら
れるのか

– 記号論で迫ったテキストの内容記述

– 金印よかとDBワークショップ(1991.7)で好評

30

こくご 一上

・・・



「おおきなかぶ｣のテーマが
なぜ協力？

• 文章中に協力（に類したことば）は一切ない
• 文章の構造が意味を規定している

– 反復の構造を機能連鎖で記述
• お爺さんが抜こうとするが抜けない
• お爺さんをお婆さんが引っ張るが抜けない
• お婆さんを孫が引っ張るが抜けない
• 孫を犬が引っ張るが抜けない
• 犬を猫が引っ張るが抜けない
• 猫を鼠が引っ張って抜けた

– お爺さん＞お婆さん＞孫＞犬＞猫＞鼠

記号論
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DBSJ創設への想い

• DBS研主査（’91, 92, 93, 94年度）

• SIGMOD‐J支部長（’95, 96, 97, 98年度）

• その時，痛切に感じていたこと
– DBS研は．．．

– DE研は．．．

– SIGMOD‐Jは．．．
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DEWS2002@倉敷

パネル討論会「日本のデータベースコミュニティ
の今後」

司会：横田一正（岡山県大）

パネリスト：上林弥彦（京都大），喜連川優（東
京大），清木康（慶應大），田中克己（京都大），
西尾章治郎（大阪大），増永良文（お茶大），吉
川正俊（奈良先端大）（敬称略）
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増永の話は長い．．．．



DBSJ創設の理念

1973 1986

2002年5月21日

1993
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第1期DBSJ運営体制

• 2002年5月21日 DBSJ設立総会＠NTTデータ

会長 上林弥彦

副会長 増永良文，國井秀子

理事 清木康（DBS研主査），吉川正俊（DE研
委員長），喜連川優（SIGMOD-J支部長），

石川博，岩田修，齊藤豊，坂上秀昭，白
田由香利，田中克己，西尾章治郎，福田
剛志，藤田眞彦，吉田孝，横田一正

監事 牧之内顕文，真名垣昌夫
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第2期DBSJ運営体制

• 2003年5月23日 第2回DBSJ総会＠慶応大学
三田キャンパス

会長 増永良文
副会長 田中克己，國井秀子
理事 石川博（DBS研主査），横田治夫（DE研

委員長），北川博之（SIGMOD-J支部長），

岩田修，上林弥彦，喜連川優，清木康，
齊藤豊，坂上秀昭，白田由香利，西尾章
治郎，福田剛志，藤田眞彦，吉川正俊，
吉田孝，横田一正

監事 牧之内顕文，真名垣昌夫
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DBSJの姿
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開催した理事会・総会．評議会

• 理事会

– DBSJ運営の意思決定機
関

– 2002年10月1日第一回

– 以後，2ヶ月に一度

– 2012年5月で第58回
– 他に，e‐理事会

• 総会

– 年に一度

• 評議会

– 年に1～2回
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DEIMはDBSJの年次大会

• 学会は年に一度大会を開催しないと
いけない

• DEWS2003＠片山津♨を第1回DBSJ
年次大会にしてもらった

– MPMeisterを使用して全発表を動画撮
影・配信

– フルアクセス権付の正会員
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• DBコミュニティ全員がDBSJの会員

– DBS研，DE研登録員年会費無料

– SIGMOD‐JとDBSJは一体運営

– dbjapanはDBSJのメーリングリスト

コミュニティはひとつをどう実現するか？(1)
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設立以来10年の会員数推移

調査年月日 正会員数 学生会員数 維持会員数 備考

2002.09.30 236 108 5 注1）
2003.03.25 292 138 8 注2）
2004.07.05 368 278 10 注3）
2005.06.28 427 165 11 注4）
2006.03.09 1085 274 12 注5）
2007.06.28 1231 約300 23 注6）
2008.06 1380 約300 23
2009.06 1510 約300 19 注7）
2010.06.25 1395 約300 16
2011.06.10 1401 約300 16
2012.06.15 1509 約300 16 注8）
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コミュニティはひとつをどう実現するか？(2)

• 論文誌を刊行する
– TODとの競合を避ける

• 日本データベース学会Letters
– 座長推薦＋自由投稿

– 一気方式による査読

– 2002年度創刊（DBSJ Letters, 
Vol.1 , No.1）

• 2002年10月25日刊行

• 2002年7月開催の夏のデータベース
ワークショップ＠日光鬼怒川♨から
座長推薦の17編の論文を収録
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論文誌刊行事業

• 2002年度創刊（DESJ Letters, Vol.1 ）
• 2008年度(DBSJ Journal Vol.7 季刊)
• 2011年度(DBSJ Journal Vol.10 年3回)

– iDB, WebDB, DEIMから座長推薦
＋自由投稿

– 編集委員20名
– 19編の論文を収録

• 評価基準
– 萌芽性，速報性，新規性，有用性，完全性，信頼性

• 英文論文⇒IMTに収録
• 日本データベース学会論文賞の対象
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• 表彰をする

• 「学会創ったら，表彰せにゃあき
まへん」
– 西尾章治郎氏の忠言

• 第1回DBSJ功労賞＠DEIM2003
（＝第1回DBSJ年次大会）

– 受賞者：横田一正（岡山県立大）
氏

– dbjapanの運用10年に対する功績

• 功労賞，上林奨励賞，業績賞，
論文賞

コミュニティはひとつをどう実現するか？(3)
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功労賞受賞者一覧
• 功労賞

– 第１回（平成14年度） 横田一正
– 第2回（平成15年度） 石井義興
– 第3回（平成16年度） 國井利泰
– 第4回（平成17年度） 穂鷹良介
– 第5回（平成18年度） 牧之内顕文
– 第6回（2007年度） 酒井博敬
– 第7回（2008年度） 鈴木健司
– 第8回（2009年度） 真名垣昌夫
– 第9回（2010年度） 西尾章治郎
– 第10回（2011年度） 有澤博
– 第10回（2011年度） 田中克己

• 特別功労賞
– 2004年度 上林弥彦

敬称略
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上林奨励賞受賞者一覧

• 上林奨励賞
– 第1回（平成16年度） 石川佳治，有村博紀

– 第2回（平成17年度） 片山紀生

– 第3回（平成18年度） 櫻井保志

– 第4回（2007年度） 鬼塚 真，田島敬史

– 第5回（2008年度） 森嶋厚行

– 第6回（2009年度） 小山聡，豊田正史

– 第7回（2010年度） 原隆浩，三島健

– 第8回（2011年度） 手塚太郎

敬称略
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業績賞受賞者一覧

• 業績賞

– 2009年度

• 日立製作所ソフトウェア事業部

– 2011年度

• 日本PostgreSQLユーザ会

敬称略
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論文賞受賞者一覧

• 第1回 Vol.1&2 豊田正史，喜連川優
• 第2回 Vol.3 田中昌宏，白崎裕治，本田敏志，

大石雅寿，水本好彦，安田直樹，増永良文
• 第3回 Vol.4 篠原昌子，林 秀樹，原 隆浩，

西尾章治郎
• 第4回 Vol.5 櫻井茂明，北原洋一，折原良平
• 第5回 Vol.6 石川佳治
• 第6回 Vol.7 平手 勇宇，片瀬 弘晶，山名 早人
• 第7回 Vol.8 喜連川優，合田和生
• 第8回 Vol.9 中山浩太郎
• 第9回 Vol.10 伏見卓恭 斉藤和巳 風間一洋

敬称略
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• DBSJとSIGMOD‐Jは一体運営する

• 北川博之SIGMOD‐J支部長とのコラボ
– メーリングリストの統合（dbjapan）

– 両学会の会員資格の統合
• SIGMOD-J法人会員からDBSJ維持会員への移行

– 増永良文・北川博之連名の「日本データベース学会と
ACM SIGMOD日本支部の一体運営について―会長・支
部長見解―」を報告＠第4回日本データベース学会総会
＠奥入瀬渓流グランドホテル（ 2005年7月14日）

• 2007年度から完全一体運営を開始

– 評議会設立

コミュニティはひとつをどう実現するか？(4)
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• イベントを統一する
– 我が国のDBカレンダーを策定する．

– 2008年度から実施したい．

• 琢磨ミーティング
– DBWeb2006＠京大の終了後，「第1回DBSJ将来検討委員

会（仮称）」を開催．以後，4回，計5回
– 田中克己（DBSJ副会長（学界）），北川博之（DBSJ副会長

（SIGMOD‐J担当）），石川博（DBS研現主査），角谷和俊
（DBS研次期主査），佐藤哲司（DE研現委員長），川越恭
二（DE研次期委員長），清木康（DBS研主査経験者），西
尾章治郎（DE研委員長経験者），喜連川優（DE研委員長
経験者），横田治夫（DE研委員長経験者）＋増永

コミュニティはひとつをどう実現するか？(5)
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DBカレンダー（2008年度）
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DBカレンダー（2009年度）
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DBカレンダー（2010年度～）

年3回イベント化に伴いDBSJ Journalも年3回刊行 54



• 産学連携推進
– 喜連川産学連携推進委員会委員長
– 日本データベース学会・日立製作所共催日立HiRDBアカデミック支援

プログラム
– 日本データベース学会・富士通共催富士通Shunsakuアカデミック支

援プログラム

– 日本データベース学会・東芝ソリューション・東芝共催東芝ソリュー
ションTX1アカデミック支援プログラム

– 日本データベース学会・日立製作所共催uCSDPアカデミック支援プロ
グラム

• 国際化
– CCF‐DBS連携
– DASFAA 2012@筑波大学（北川博之General Chair）

• News Letters

コミュニティはひとつをどう実現するか？(6)
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• 法人になる

– 法人設立届出書の提出・
受理

• 2011年7月29日

– DBSJは「人格のない社団」

コミュニティはひとつをどう実現するか？(7)
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• 機構改革
– 機構改革検討委員会設置（2009年5月理事会承認）

– 石井義興（委員長），清木康（副委員長），田中克己，北川博之，
土田正士，増永良文

– 1年半にわたり計15回（各2時間半）全員が出席

• 2011年1月21日理事会に報告・承認
– (a) 2010年6月30日に開催された第9回DBSJ総会で，本会の目

的を謳う第4条を改訂したこと．
– (b)  2011年6月18日に青山学院アスタジオで開催された第10回

DBSJ総会で，本会の役員を規定する第14条を改訂し副会長は
「3」名まで置けること，また21条を改訂して役員の任期は「2」
年としたこと．

– (c) 同じく，第10回DBSJ総会で，定款第15条を改訂し，役員の改
選にあたっては，「役員候補者選考委員会」を置いて理事会が
候補者を選出するとしたこと．

コミュニティはひとつをどう実現するか？(8)
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第3期DBSJ運営体制

• 2012年6月23日 第11回DBSJ総会＠青山学
院アスタジオ

会長 西尾章治郎
副会長 北川博之，横田治夫，土田正士
理事 山名早人（DBS研主査），中野美由紀

（DE研委員長），川越恭二（SIGMOD-J
支部長），清木康，石川佳治，喜連川優，
小口正人，岡本真，松澤裕史，原嶋秀次，
森嶋厚行，木俵豊，橋本隆子，角谷和俊，
国島丈生，赤間浩樹，関根裕，白石雅己，
鈴木俊宏

監事 安達淳，飯沢篤志
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Epilogue



私のかっての座右の銘

揮毫：西澤潤一先生 60



この10年，私を支えてきた言葉
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想
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ご清聴ありがとうございました


